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道
路
の
凸
凹
を
通
報

　
　

　

今
年
に
な
っ
て
初
の
生

活
相
談
は
、
A
さ
ん
の
家

に
行
く
道
路
の
凸
凹
で
し

た
。
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
の

配
達
を
す
る
と
き
に
車

が
大
き
く
バ
ウ
ン
ド
す

る
ほ
ど
で
す
。
A
さ
ん

は
「
と
き
ど
き
砂
利
を

入
れ
る
が
半
年
も
な
ら

な
い
う
ち
に
流
れ
て
し

ま
う
」
と
の
こ
と
。

　

市
に
通
報
す
る
と
す

ぐ
に
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。「
道
路
は
私
道
な
の

で
市
で
整
備
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
」
と
い

う
も
の
。
て
っ
き
り
公

道
で
あ
る
と
思
っ
て
い

た
の
で
び
っ
く
り
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
地

図
情
報
で
確
か
め
る
と

「
そ
の
他
」
の
道
路
と

な
っ
て
い
ま
す
。
私
道

も
「
そ
の
他
」
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

念
の
た
め
に
市
役
所

の
地
籍
図
で
確
認
す
る

と
、「
道
路
」
と
は
書
い

て
あ
り
ま
せ
ん
。
思
わ

ず
「
う
ー
ん
」
と
う
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

原発はクリーンエネルギーか？

たまり続ける使用済み
核燃料

　「原発はクリーンエネルギー」という人がいます。運転時に温室効果ガスを排出しないからだといいます。
しかし、原発は①たまり続ける使用済み核燃料②高レベル放射性廃棄物の処分問題③低レベル放射性廃棄物
の処分問題④温排水による環境汚染⑤放射能漏れによる環境破壊が起こり、とても「クリーンエネルギー」
と呼べるものではありません。日本共産党の井上勝博議員は、１２月議会の一般質問で①の使用済み核燃料
問題をとりあげました。

プ
�
ル
共
用
化
で
も
31
年
ま
で

　

川
内
原
発
の
敷
地
内
の

使
用
済
み
核
燃
料
は
た
ま

り
続
け
て
い
ま
す
。
電
気

事
業
連
合
会
の
資
料
に
よ

る
と
使
用
済
み
核
燃
料
を

保
管
す
る
プ
ー
ル
の
貯
蔵

量
は
、川
内
２
号
機
の
プ
ー

ル
容
量
１
２
９
０
ト
ン
ウ

ラ
ン
の
う
ち
１
１
０
０

ト
ン
ウ
ラ
ン
（
85
％
、

２
０
２
３
年
９
月
末
時
点
）

で
す
。
こ
の
ま
ま
運
転
す

る
と
お
よ
そ
５
年
後
に
は

１
２
８
０
ト
ン
ウ
ラ
ン

（
99
％
）
に
な
り
運
転
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　

九
電
は
、
２
号
機
か
ら

１
号
機
に
使
用
済
み
核
燃

料
を
移
動
す
る
「
共
用
化
」

の
計
画
で
す
が
、
そ
れ
で

も
７
年
後
の
２
０
３
１
年

で
運
転
が
で
き
な
り
ま
す
。

六
�
所
再
処
理
工
場
27
回
失
敗

　

な
ぜ
使
用
済
み
核
燃
料

は
原
発
敷
地
内
に
た
ま
り

続
け
る
の
で
し
ょ
う
か
？

当
初
の
計
画
で
は
、
使
用

済
み
核
燃
料
を
プ
ー
ル
で

冷
却
し
た
後
に
、
青
森
県

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
で
、

使
用
済
み
核
燃
料
か
ら
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
と
ウ
ラ
ン
を

取
り
出
し
て
再
利
用
の
計

画
で
し
た
が
、
再
処
理
工

場
は
27
回
も
稼
働
に
失
敗
。

25
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
済
み
核
燃
料
は
全

国
で
管
理
容
量
の
77
％

（
２
０
２
３
年
９
月
末
）
に

井
上
市
議
）「
使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー
ル
が
使
え
る
の
は

報
道
に
あ
る
と
お
り
２
０
３
１
年
ま
で
か
」

市
民
安
全
部
長
）「
議
員
の
認
識
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま

す
」

中
間
貯
蔵
施
設
）
の
建
設

を
始
め
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
九
州
電
力
玄

海
原
発
（
玄
海
町
）
は
、

２
０
１
９
年
に
乾
式
貯

蔵
施
設
計
画
を
発
表
し

２
０
２
７
年
に
完
成
予
定

で
す
。
建
設
に
は
８
年
間

を
要
し
て
い
ま
す
。

　

川
内
原
発

は
「
共
用
化
」

を
進
め
て
も

２
０
３
１

年
（
７
年
後
）

に
は
使
え
な

く
な
る
の

で
、
今
か
ら

乾
式
貯
蔵
施

設
を
つ
く
る

計
画
を
発
表

し
て
も
間
に

　

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
が

２
０
２
６
年
に
幸
い
に
も

竣
工
し
た
と
し
て
も
、
再

処
理
工
場
の
一
年
間
の
処

理
能
力
は
８
０
０
ト
ン
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
に

は
１
９
０
０
０
ト
ン
の
使

用
済
み
核
燃
料
が
た
ま
っ

て
お
り
、
そ
れ
ら
を
処
理

す
る
だ
け
で
も
２
３
年
を

要
す
る
こ
と
に
な
り
、
川

内
原
発
の
使
用
済
み
核
燃

料
が
搬
出
さ
れ
る
保
証
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

す
べ
て
の
原
発
の
運
転

を
中
止
し
、
た
ま
り
つ
づ

け
る
核
の
ゴ
ミ
を
ど
う
す

る
か
を
国
民
的
な
議
論
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

無
責
任
に
も
ほ
ど
が
！
原
発
政
策

井
上
市
議
）「
使
用
済
み
核
燃
料
を
（
六
ケ
所
村
再
処
理

工
場
に
）
持
っ
て
行
か
な
い
な
ら
、
止
め
て
く
れ
と

言
う
べ
き
で
は
な
い
か
」

市
民
安
全
部
長
）「
２
０
２
６
年
竣
工
を
目
指
し
て
い
る

６
か
所
再
処
理
工
場
へ
搬
出
す
る
こ
と
を
基
本
方
針

と
し
て
お
り
ま
す
」

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

電
力
会
社
は
、
原
発
敷
地

内
に
乾
式
貯
蔵
施
設
（
＝

合
い
ま
せ
ん
。
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今
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�
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思
�
�
�
�(
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�
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�
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員
�

つれづれなるままに（782）中俣先生の←中俣先生のブログはこちら

エプロンおばさんの

簡単クッキング （656）

カキとニラの中華炒め
材料（2人分）.........................
カキ８個、ニラ１束、もやし
１００㌘、A(オイスターソース・
酒・しょうゆ各小２）、小麦粉適量

つくり方 .........................................................
①カキは洗って水気をふき取る。塩・こしょう
各少々を振り、小麦粉を薄くまぶしつける。ニ
ラはざく切りにし、もやしはひげ根をざっとと
りのぞく。
②フライパンに油大１を入れて熱し、①のカキ
を並べ入れ、両面を焼いて取り出す。
③油大½を足してもやしとニラを炒める。②の
カキを戻し入れ、Aで調味して手早く炒め合わ
せる。

９条の会せんさつ講演会

戦争への準備をゆるさないたたかいを

講師　平井一
かずおみ

臣さん
1958 年生まれ。九州大学大学院法学研究科博士後期課程

政治専攻単位取得退学。博士（法学）。現在、鹿児島大学教

授。専門は政治史・地域政治。

日時：2025 年 1月 19日（日）

  14：00 ～ 16：00

会場：薩摩川内市　セントピア（視聴覚室）

  勝目町３９４４番地３　　

主催：９条の会せんさつ　お問い合わせ　遠嶋 春日児　　　電話 090-4989-9649

　岸田政権は、２０２２年１２月１６日に
閣議決定された「安保三文書」による「戦
争をする国づくり」を進めてきました。こ
の岸田政権を引き継いだ石破政権によって、
今後、より一層の大軍拡・「戦争をする国づ
くり」及び改憲策動が進められようとして
います。
　川内港が特定利用港湾に指定され、自衛
隊や海上保安庁が使いやすい港にされよう
としており、さつま町には弾薬庫建設計画
が進められています。
　政府は、なぜ戦争準備をすすめるのか、
私たちはどんなたたかいをすればいいのか、
ごいっしょに考えてみましょう。

上
が
る
！
鹿
児
島
の
平
均
気
温

　

地
球
温
暖
化
を
身
近
に

感
じ
る
た
め
に
、
本
紙
が

気
象
庁
の
デ
ー
タ
か
ら
折

れ
線
グ
ラ
フ
を
作
成
し
て

み
た
と
こ
ろ
鹿
児
島
県

の
７
月
の
平
均
気
温
が

１
４
０
年
前
と
比
べ
て

も
お
よ
そ
２
度
上
昇
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

気
象
庁
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
き
画
面
上

の
「
各
種
デ
ー
タ
・
資

料
」を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。

「
過
去
の
気
象
デ
ー
タ
検

索
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
画

面
左
の
「
都
道
府
県
・
地

方
を
選
択
」
で
鹿
児
島
を

選
び
、
画
面
右
の
「
観

測
開
始
か
ら
月
ご
と
の

値
を
表
示
」
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
と
１
８
８
３
年
か
ら

２
０
２
４
年
ま
で
の
月
ご

と
の
平
均
気
温
の
表
が
表

示
さ
れ
ま
す
。
年
の
列
と

７
月
の
列
を
コ
ピ
ー
し
て

エ
ク
セ
ル
に
貼
り
付
け
て

グ
ラ
フ
を
つ
く
り
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
温
暖
化
が
続

く
と
、
豪
雨
災
害
や
台
風

の
巨
大
化
な
ど
地
球
環
境

に
大
き
な
影
響
が
出
て
き

ま
す
。

　

温
暖
化
の
原
因
と
な
る

人
類
由
来
の
二
酸
化
炭
素

（
温
室
効
果
ガ
ス
）
排
出

を
抑
え
る
こ
と
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、

２
０
２
１
年
９
月
「
気
候

危
機
を
打
開
す
る
日
本
共

産
党
の
２
０
３
０
戦
略
」

を
発
表
し
、
政
府
に
対
し

て
石
炭
火
力
の
廃
止
等
を

提
案
し
て
い
ま
す
。

　

「気候危機を打
開する日本共産
党の２０３０戦
略」


